
英
国
・
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
市
を
抜
け
森
の
な
か

を
車
で
３０
分
走
る
と
、
広
大
な
敷
地
を
持
つ
デ
ィ
ッ

チ
リ
ー
パ
ー
ク
が
あ
る
。
そ
の
中
心
に
、
１８
世
紀
建

造
の
マ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
が
、
３
世
紀
前
の
様
式
の
ま
ま

訪
れ
る
者
を
待
っ
て
い
る
。

デ
ィ
ッ
チ
リ
ー
財
団（T
he
D
itchley

F
ounda-

tion

）は
、
貿
易
・
金
融
・
文
化
・
社
会
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
、
各
国
の
有
識
者
を
集
め
、
４
〜

６
週
間
に
１
度
、
チ
ャ
タ
ム
・
ハ
ウ
ス
ル
ー
ル
（
注
）
に
よ

る
会
議
を
開
催
し
て
い
る
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
日

本
・
西
側
諸
国
・
中
国：

日
本
の
未
来
と
世
界
に
お

け
る
役
割
」。
１１
月
２１
日
〜
２３
日
に
参
加
し
た
の
で
、

そ
の
様
子
を
報
告
し
た
い
。

３
日
間
の
参
加
者
は
、
英
国
・
米
国
・
日
本
・
中

国
・
カ
ナ
ダ
・
豪
州
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
・
ロ
シ
ア
か
ら
、
延
べ
３７
名
。
経
済
研
究
者
が

多
い
が
、
大
学
教
授
、
英
・
日
・
中
の
大
使
館
か
ら

も
参
加
し
て
い
る
。

初
日
は
、P

lenary

セ
ッ
シ
ョ
ン
。
２
日
目
は
、

参
加
者
を
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
分
科
会
方
式

で
終
日
議
論
。
テ
ー
マ
は
分
科
会
Ａ
が
「
国
と
し
て

の
日
本
の
未
来
」、
分
科
会
Ｂ
が
「
日
本
の
西
側
諸

国
特
に
米
国
と
の
関
係
」、
分
科
会
Ｃ
が
「
日
本
の

中
国
お
よ
び
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
と
の
関
係
」。
私
は
、

分
科
会
Ｃ
に
参
加
し
た
。
最
終
日
は
各
分
科
会
の
報

告
を
踏
ま
え
た
全
体
会
議
と
な
っ
た
。

初
日
のP

lenary

セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
私
は
４
人

の
ス
ピ
ー
カ
ー
の
１
人
を
務
め
た
。「
日
本
の
未
来

を
議
論
す
る
前
に
、
日
本
が
今
ど
の
よ
う
に
自
分
の

未
来
を
描
い
て
い
る
の
か
、
ま
ず
は
紹
介
し
た
い
」

と
し
て
、
経
団
連
資
料
を
用
い
て
、Society

5.0

を

概
説
し
た
。

こ
の
プ
レ
ゼ
ン
は
期
待
以
上
に
聴
衆
に
響
い
た
よ

う
で
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
後
の
ブ
レ
イ
ク
時
に
何
人
も
の

参
加
者
か
ら
、「
印
象
的
だ
っ
た
」「
優
れ
た
コ
ン
セ

プ
ト
だ
」「
日
本
の
未
来
の
方
向
を
理
解
し
た
」
と

い
っ
た
、
肯
定
的
な
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
た
。

日
本
の
役
目
を

真
剣
に
探
っ
て
い
く
と
…

さ
て
、
私
が
参
加
し
た
分
科
会
Ｃ
で
の
議
論
展
開

を
紹
介
し
た
い
。
分
科
会
は
各
１
時
間
半
の
３
回
の

清
水

章

し
み
ず

あ
き
ら

日
本
・
西
側
諸
国
・
中
国：

日
本
の
未
来
と
世
界
に
お
け
る
役
割

―
―

デ
ィ
ッ
チ
リ
ー
財
団
主
催
国
際
会
議
報
告

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
委
員
会
企
画
部
会
長
／
日
立
製
作
所
業
務
役
員
常
務

（注）チャタムハウス・ルール：会議の出席者は会議で得た情報や
結論を引用、使用できるが、会議での発言者・所属機関など情報
の出所を特定できるような引用はしてはならないというルール 482020・2



セ
ッ
シ
ョ
ン
で
行
わ
れ
た
。
第
１
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
戦
略（
以
下
、
Ｆ

Ｏ
Ｉ
Ｐ
）と
、「
一
帯
一
路
」
構
想（
以
下
、
Ｂ
Ｒ
Ｉ
）

を
並
べ
た
議
論
と
な
っ
た
。

「
Ｆ
Ｏ
Ｉ
Ｐ
は
そ
も
そ
も
２
０
０
７
年
に
安
倍
首
相

が
初
め
て
使
っ
た
言
葉
」「
米
国
も
Ｆ
Ｏ
Ｉ
Ｐ
と
い

う
が
、
ア
ク
シ
ョ
ン
に
は
乏
し
い
」「
Ｆ
Ｏ
Ｉ
Ｐ
は

中
国
の
排
除
だ
と
言
う
人
も
い
る
が
、
日
本
に
は
全

く
そ
の
考
え
は
な
い
」
と
、
ま
ず
は
Ｆ
Ｏ
Ｉ
Ｐ
に
関

す
る
認
識
が
整
理
さ
れ
た
。

次
に
、「
２
０
１
１
年
に
中
国
の
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ

ル（
新
常
態
）の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
部
と
し
て
登
場
し

た
Ｂ
Ｒ
Ｉ
が
、
そ
の
後
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
急
速
な
交
渉
進

展
で
刺
激
さ
れ
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
対
抗
策
と
み
な
さ
れ
る

局
面
を
迎
え
た
。
そ
の
後
Ｂ
Ｒ
Ｉ
へ
の
批
判
に
直
面

し
た
中
国
は
、
Ｂ
Ｒ
Ｉ
の
基
本
理
念
が
�
共
有
�
で

あ
っ
て
、
決
し
て
�
中
国
に
よ
る
所
有
�
が
目
的
で

は
な
い
と
し
た
」
と
、
Ｂ
Ｒ
Ｉ
の
経
緯
が
レ
ビ
ュ
ー

さ
れ
た
。

こ
の
議
論
の
な
か
か
ら
、「
日
本
と
中
国
は
ア
ジ

ア
で
も
っ
と
一
緒
に
活
動
で
き
る
」
と
い
う
論
調
が

生
ま
れ
た
が
、「
タ
イ
や
パ
キ
ス
タ
ン
な
ど
、
自
国

内
で
日
本
と
中
国
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
た
い
、
と
考

え
て
い
る
ア
ジ
ア
の
国
は
多
い
」
と
の
ア
ジ
ア
目
線

の
軸
も
示
さ
れ
た
。

第
２
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、「
中
国
は
教
育（
留
学
）・

投
資
・
技
術
開
発
・
ビ
ジ
ネ
ス
構
築
の
順
で
成
長
し
、

今
後
技
術
や
事
業
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
る
こ
と

に
も
な
る
が
、
そ
の
と
き
日
本
は
中
国
を
受
け
入
れ

る
準
備
が
で
き
る
か
」
と
い
う
問
題
提
起
か
ら
始
ま

っ
た
。

そ
の
先
の
議
論
は
か
な
り
逸
脱
し
た
も
の
と
な
り
、

「
中
国
が
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ（
東
ア
ジ
ア
地
域
包
括
的
経
済
連

携
）の
次
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
加
入
す
る
可
能
性
」「
米
国
の

対
中
敵
対
姿
勢
の
継
続
性
」「
国
家
安
全
保
障
上
で

の
、
日
本
の
米
国
依
存
の
強
固
な
継
続
」「
米
国
の

Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ（
イ
ラ
ン
核
合
意
）離
脱
で
被
っ
た
産
業

界
の
損
失
」「
今
後
欧
州
経
済
界
も
巻
き
込
ん
だ
議

論
の
必
要
性
」
な
ど
が
、
挙
げ
ら
れ
た
。

第
３
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
次
第
に

１
つ
に
固
ま
り
、
相
互
理
解
が
進
み
つ
つ
あ
る
」
と

い
う
意
見
か
ら
始
ま
っ
た
。「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
し
て

ま
と
ま
る
と
同
時
に
、
一
国
一
国
が
独
自
の
経
済
戦

略
を
持
ち
始
め
て
い
る
」「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
、
米
・

中
・
日
・
欧
に
対
し
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
で
あ
り
、
ベ
ス

ト
バ
ラ
ン
ス
を
ね
ら
っ
て
い
る
」
と
、
分
析
さ
れ
て

い
っ
た
。
こ
れ
は
最
後
に
、「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
世
界

の
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
が
現
れ
る
地
域
。
日
本
は
こ
の

地
域
で
経
済
的
に
よ
り
良
い
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
を
保

つ
行
動
を
と
る
べ
き
」
と
、
ま
と
め
ら
れ
た
。

日
本
の
未
来
の
全
体
像
と
は

最
終
日
、
各
分
科
会
の
報
告
が
行
わ
れ
た
。

グ
ル
ー
プ
Ａ
で
は
、「
日
本
は
今
後
高
齢
化
問
題

を
解
決
す
る
国
、ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
実
現
す
る
国
」

を
筆
頭
に
、
生
産
性
向
上
や
人
材
開
発
、
災
害
対
策

等
に
つ
い
て
の
可
能
性
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
。

続
く
グ
ル
ー
プ
Ｂ
で
は
、「
日
米
関
係
の
基
調
は

安
全
保
障
。
こ
れ
は
さ
ら
に
ア
ジ
ア
・
イ
ン
ド
・
欧

州
と
の
連
携
に
展
開
さ
れ
る
。
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環
太

平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
関
す
る
包
括
的
お
よ
び

先
進
的
な
協
定
）や
Ｇ
２０
で
示
し
た
日
本
の
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
を
今
後
世
界
が
必
要
と
し
、
そ
れ
は
新
し

い
民
主
主
義
の
モ
デ
ル
に
な
る
、
と
期
待
さ
れ
る
」

と
、
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
。

わ
が
グ
ル
ー
プ
Ｃ
は
、「
日
本
は
ア
ジ
ア
の
重
心
。

米
中
両
国
と
の
良
好
な
関
係
も
継
続
し
て
い
る
。
今

後
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
地
政
学
的
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
な
が

ら
、
そ
の
経
済
発
展
に
よ
り
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
貢
献
す

る
方
向
」
と
、
ま
と
め
た
。

こ
の
会
議
の
目
的
は
、
参
加
者
の
知
的
レ
ベ
ル
の

更
新
と
、
そ
の
後
の
社
会
活
動
へ
の
反
映
だ
と
思
わ

れ
る
。
議
論
の
な
か
に
は
、「
日
本
人
は
最
重
要
課

題
は
安
全
保
障
だ
と
よ
く
言
う
が
、
実
は
待
っ
た
な

し
の
環
境（
災
害
）問
題
で
は
な
い
の
か
」「
経
団
連

ペ
ー
パ
ー
のSociety

5.0

で
は
、Im

agination

と

C
reativity

が
鍵
だ
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、So-

ciety
5.0

を
実
現
す
る
人
材
の
開
発
が
、
日
本
の
急

務
な
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
、
非
常
に
考
え
さ
せ

ら
れ
る
意
見
も
多
く
出
さ
れ
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
紅
葉
盛
り
の
森
を
ひ
っ
き
り
な

し
の
小
雨
の
向
こ
う
に
見
な
が
ら
、
３
日
間
議
論
し

て
感
じ
る
こ
と
は
、「
こ
の
米
中
摩
擦
や
分
断
の
時

代
で
、
日
本
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
へ
の
期
待
が
だ
ん

だ
ん
と
本
格
化
し
て
き
た
」
こ
と
で
あ
る
。
日
本
の

そ
こ
ぢ
か
ら

社
会
に
、
本
当
に
世
界
を
主
導
す
る
だ
け
の「
底
力
」

が
あ
る
の
か
？

い
や
、
こ
れ
は
疑
問
形
に
し
て
は

い
け
な
い
の
で
あ
っ
て
、
決
断
と
行
動
に
つ
な
が
な

け
れ
ば
い
け
な
い
、
と
気
持
ち
を
新
た
に
し
た
。
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